様式第３号（第６条関係）
耐震性等の向上に資する補修確認書

１　屋根工事を行う場合は、耐震性の向上等に資する次の工事を行います。
（該当する項目の□にチェックを入れてください。）
□　従前より軽量の瓦屋材に取り替える。
□　従前より強固に屋根材を固定する。
□　その他（具体的に記入してください。）
　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

２　構造耐力上主要な部分の工事を行う場合は、安全の観点から耐震性を評価した上で次の工事を行います。
（該当する項目の□にチェックを入れてください。）
　　□　損傷等が見られる構造耐力上主要な部分（壁、柱、土台、基礎、小屋組等）を修繕する。
□　釣り合いよく配置されていない構造耐力上主要な壁を筋交い等を用いて釣り合いよく配置する。
□　その他（具体的に記入してください。）
　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
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耐震性等の向上に資する事業として、上記のチェックを入れた工事を実施することを確認し、署名（又は記名押印）します。

　　　　　建築士又は工事請負事業者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（自署の場合は、押印省略可）
